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主のいなくなった母屋と崩れゆく土蔵
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第
1
2
回
増
田
諏
大
賞
受
賞
害
想
起

今
回
で
第
1
2
回
を
迎
え
た
増
田
誠
大
賞
。

今
年
も
多
く
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
、
応
募
総
数
3
4
9
点
の
中
か
ら
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

次
の
3
4
点
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

奨
励
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

議
長
賞

審
査
員
か
ら
一
言

大
人
の
作
品
数
に
比
べ
多
く
の

児
童
・
生
徒
の
作
品
の
多
い
の
に

驚
き
ま
し
た
。

各
学
校
・
絵
繭
塾
な
ど
に
お

い
て
は
、
課
題
を
設
定
し
、
夏

休
み
な
ど
を
利
用
し
て
、
前
向

き
に
取
り
組
ん
だ
様
子
が
う
か

が
え
ま
す
。

大
賞
を
受
け
た
作
品
は
、
画
面

構
成
、
力
強
い
表
現
力
、
色
彩
感

鴬
な
ど
抜
灘
の
出
来
栄
え
で
し

た
。
入
賞
し
た
作
品
は
、
例
年
に

比
べ
て
、
作
品
別
作
へ
の
ま
じ
め

さ
、
色
彩
の
扱
い
、
構
図
全
て
に

陵
れ
て
い
ま
し
た
。

総
合
的
に
み
て
児
童
・
生
徒
商

と
大
人
（
油
彩
・
水
彩
）
な
ど
を
比

較
す
る
問
題
提
起
が
ど
う
し
て
も

論
じ
ら
れ
ま
す
が
、
受
賞
作
品
に

は
児
童
・
生
徒
の
す
ぼ
ら
し
い
夢

の
あ
る
作
品
群
に
感
謝
し
、
今
後

の
学
校
や
団
体
の
美
術
教
育
に
大

い
に
期
待
い
た
し
ま
す
。

入
　
選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）


